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(57)【要約】
【課題】ズーム動作に伴う電動ユニットの移動量が大き
くてもフレキシブルプリント基板の長さを十分に確保で
き、さらに径方向の小型化が可能なレンズ鏡筒を提供す
る。
【解決手段】電動ユニットを有する移動枠ユニットと、
移動枠ユニットを保持する固定筒と、固定筒の内側に位
置し、回転しながら進退するとともに移動枠ユニットを
進退させるカム筒と、メイン基板と、電動ユニットとメ
イン基板とを接続するフレキシブルプリント基板と、固
定筒の外側に位置し、鏡筒本体に固定される第１のガイ
ド部材と、移動枠ユニットに固定される第２のガイド部
材とを有し、第１のガイド部材はフレキシブルプリント
基板を折り返した状態で固定筒の外側に保持し、折り返
しにより生じたフレキシブルプリント基板のたるみ部は
固定筒とカム筒の光軸方向後方に這いまわされ、移動枠
ユニットの進退に伴って移動枠ユニットと同一方向に移
動する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも電動ユニットを有する移動枠ユニットと、
　鏡筒本体に固定され、前記移動枠ユニットを保持する固定筒と、
　前記固定筒の内側に位置し、回転しながら光軸方向に進退するとともに前記移動枠ユニ
ットを光軸方向に進退させるカム筒と、
　前記鏡筒本体に固定されるメイン基板と、
　前記電動ユニットと前記メイン基板とを電気的に接続するフレキシブルプリント基板と
、
　前記固定筒の外側に位置し、前記鏡筒本体に固定される第１のガイド部材と、
　前記移動枠ユニットに固定される第２のガイド部材と、
を有するレンズ鏡筒において、
　前記第１のガイド部材は、光軸方向において前記フレキシブルプリント基板を折り返し
た状態で前記固定筒の外側に保持しており、
　折り返しにより生じた光軸方向後方にＵ字状に突出する前記フレキシブルプリント基板
のたるみ部は、前記固定筒と前記カム筒の光軸方向後方に這いまわされ、
　前記たるみ部は前記移動枠ユニットの光軸方向の進退に伴って前記移動枠ユニットと同
一方向に移動することを特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項２】
　前記メイン基板は光軸と直交する円環形状を有し、
　前記フレキシブルプリント基板は、前記メイン基板の内径側に設けられた第１の切り欠
き部と、前記固定筒の光軸方向後方に設けられた第２の切り欠き部と、前記第１のガイド
部材の光軸側平面と、前記移動枠ユニットの外周面とで形成される空間に収納されること
を特徴とする請求項１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項３】
　前記第１のガイド部材はＬ字状の断面を有し、
　前記メイン基板と接続される側の前記フレキシブルプリント基板は、前記第１のガイド
部材によって半径方向外側に屈曲されることを特徴とする請求項１又は２に記載のレンズ
鏡筒。
【請求項４】
　前記電動ユニットは振れ補正ユニットであり、
　前記レンズ鏡筒は、前記振れ補正ユニットの光軸方向前方に隣接する絞りユニットをさ
らに有し、
　前記絞りユニットと前記メイン基板とを電気的に接続する絞り用フレキシブルプリント
基板は、前記フレキシブルプリント基板と一体となって前記メイン基板と接続されている
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フレキシブルプリント基板で接続された電動ユニットがズーム動作に応じて
光軸方向に移動するレンズ鏡筒に関する。
【背景技術】
【０００２】
　絞りユニットや振れ補正ユニット等の電動ユニットを有するズームレンズにおいて、こ
れらの電動ユニットとメイン基板とを電気的に接続するために、一般にフレキシブルプリ
ント基板が用いられている。このフレキシブルプリント基板は可撓性を有しているため、
ズーム動作に応じて電動ユニットが光軸方向に移動してメイン基板との距離が変化するよ
うなズームレンズにおいては、フレキシブルプリント基板を用いることは特に有効である
。
【０００３】
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　しかしながら、ズームレンズの高変倍化や小径化が進むにつれて、レンズ内においてフ
レキシブルプリント基板を適切に配置する必要が生じている。
そのような、フレキシブルプリント基板の配置に関する技術が種々提案されている。
【０００４】
　例えば特許文献１に開示の発明では、固定部１の内側に回転または光軸方向へ移動可能
に保持された駆動筒と、この駆動筒の内側に配設され駆動筒に連動して光軸方向に移動す
る光学レンズを保持した複数の移動鏡筒３，４と、この移動鏡筒３，４のうちの１つに固
定された電動駆動の絞りユニット５と、この絞りユニット５に一端が電気接続され、他端
が固定部１に支持されたフレキシブルプリント基板９と、絞りユニット５の固定された移
動鏡筒３に光軸と平行に設けられた第１の支持部材１０と、第１の支持部材１０にガイド
されて光軸方向の前方または後方へ導かれ途中で少なくとも１回以上折り返されたフレキ
シブルプリント基板９をガイドするように固定部１に光軸と平行に固定された第２の支持
部材１１とを備えた構成としている。
【０００５】
　これにより、移動鏡筒の移動時におけるフレキシブルプリント基板と周辺部材との干渉
を防止することができ、この結果、不快音の発生もなく、相対的に移動する電気部品間の
安定した電気接続を可能にすることができる、としている。
【０００６】
　また、特許文献２に開示の発明では、固定筒４に取り付けた制御部２４と固定筒４に対
し光軸方向に移動される移動群１７に設けた電気装置１０とを接続する可撓性プリント配
線接続部材１５のプリント配線面を固定筒４の光軸に対し放射方向とほぼ垂直に配設し、
かつ可撓性プリント配線接続部材１５を制御部２４と固定部材との間に配設し、さらに鏡
筒内の他の部品と接触しないようにガイド部材１４，２０を配置した。可撓性プリント配
線接続部材１５は固定側保持部材２０により固定筒４の光軸方向とほぼ垂直にＳ字状に配
設し、電気装置が一体的に固定される移動群に、固定筒４の光軸方向にほぼ平行に可撓性
プリント配線接続部材を保持するための可動側保持部材１４を設けた構成としている。
【０００７】
　これにより、可撓性プリント配線接続部材を、少なくとも固定筒などの円筒部材の外に
収納することができ、フレキシブルプリント配線板が固定筒内の他の移動レンズ群や個所
に干渉してストレスや断線等が生じないように広いスペースを与える必要がなくなり、ひ
いてはレンズ鏡筒の外径を小さくすることができる。また、可撓性プリント配線接続部材
が固定側保持部材により固定筒の光軸方向とほぼ垂直にＳ字状に配設されていることによ
り、可撓性プリント配線接続部材によりストレスをかけることがなくなる、としている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平５－１３４１６１号公報
【特許文献２】特許第４７９５５０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記の従来技術では以下のような問題点があった。すなわち、特許文献
１に開示の発明は、絞りユニット５の他に振れ補正ユニットを第３群鏡筒３付近に実装す
る場合を考えると、フレキシブルプリント基板９の円弧状に折返された部分９ｂのための
スペースを確保することが難しい。そのため、フレキシブルプリント基板９の全長が短く
なり、第３群鏡筒３の移動量がさらに制限されるので、高倍率ズームレンズに適用するの
は望ましくない。
【００１０】
　また、フレキシブルプリント基板９の全長を確保するためにレンズの外径方向にたわみ
スペースを設けようとしても、ズーム動作時に回転及び進退するカム筒２に逃げ形状を作
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ることになり望ましくない。さらに、フレキシブルプリント基板９及び第２の支持部材１
１が通る開口部を、ズーム動作時に回転及び進退するカム筒２に設ける必要があるため、
カム筒２の強度が低下してしまう。
【００１１】
　また、振れ補正ユニットと接続するためのフレキシブルプリント基板を絞りユニット５
のものと同様に配置しようとすると、支持部材やそのための開口部等が必要となって構造
が複雑化し、レンズ鏡筒の径方向の小型化が困難になってしまう。
【００１２】
　また、特許文献２に開示の発明は、プリント配線基板１５をレンズ鏡筒の半径方向にＳ
字状に屈曲させているため、レンズ移動１３の移動量が増えるとプリント配線基板１５の
全長が長くなって収納するために必要なスペースが大型化し、その結果、レンズ鏡筒の径
も増加してしまうことになる。
【００１３】
　また、電磁絞り機構１０の他に振れ補正ユニットを実装する場合を考えると、振れ補正
ユニットを制御するための回路や、レンズ鏡筒の振れを検出するためのジャイロ等を新た
に実装する必要が生じ、制御基板２４及びその周辺にプリント配線基板１５をＳ字状に屈
曲させて収納するためのスペースを確保することが難しい。
【００１４】
　さらに、振れ補正ユニットと接続するためのプリント配線基板を電磁絞り機構１０のも
のと同様に配置しようとすると、ガイド部材やそのための開口部、さらには収納スペース
が必要となって構造が複雑化し、レンズ鏡筒の径方向の小型化が困難になってしまう。
【００１５】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、ズーム動作に伴う電動ユニット
の移動量が大きくてもフレキシブルプリント基板の長さを十分に確保でき、さらに径方向
の小型化が可能なレンズ鏡筒を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するために、本発明を実施のレンズ鏡筒は、少なくとも電動ユニットを
有する移動枠ユニットと、鏡筒本体に固定され、移動枠ユニットを保持する固定筒と、固
定筒の内側に位置し、回転しながら光軸方向に進退するとともに移動枠ユニットを光軸方
向に進退させるカム筒と、鏡筒本体に固定されるメイン基板と、電動ユニットとメイン基
板とを電気的に接続するフレキシブルプリント基板と、固定筒の外側に位置し、鏡筒本体
に固定される第１のガイド部材と、移動枠ユニットに固定される第２のガイド部材とを有
し、第１のガイド部材は、光軸方向においてフレキシブルプリント基板を折り返した状態
で固定筒の外側に保持しており、折り返しにより生じた光軸方向後方にＵ字状に突出する
フレキシブルプリント基板のたるみ部は、固定筒とカム筒の光軸方向後方に這いまわされ
、たるみ部は移動枠ユニットの光軸方向の進退に伴って移動枠ユニットと同一方向に移動
することを特徴とする。
【００１７】
　さらに本発明を実施のレンズ鏡筒は、上記発明において、メイン基板は光軸と直交する
円環形状を有し、フレキシブルプリント基板は、メイン基板の内径側に設けられた第１の
切り欠き部と、固定筒の光軸方向後方に設けられた第２の切り欠き部と、第１のガイド部
材の光軸側平面と、移動枠ユニットの外周面とで形成される空間に収納されることを特徴
とする。
【００１８】
　さらに本発明を実施のレンズ鏡筒は、上記発明において、第１のガイド部材はＬ字状の
断面を有し、メイン基板と接続される側のフレキシブルプリント基板は、第１のガイド部
材によって半径方向外側に屈曲されることを特徴とする。
【００１９】
　さらに本発明を実施のレンズ鏡筒は、上記発明において、電動ユニットは振れ補正ユニ
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ットであり、レンズ鏡筒は、振れ補正ユニットの光軸方向前方に隣接する絞りユニットを
さらに有し、絞りユニットとメイン基板とを電気的に接続する絞り用フレキシブルプリン
ト基板は、フレキシブルプリント基板と一体となってメイン基板と接続されていることを
特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明を実施のレンズ鏡筒によれば、高倍率ズームレンズ等において、ズーム動作に伴
う電動ユニットの移動量が大きくてもフレキシブルプリント基板の長さを十分に確保でき
、固定筒とカム筒の配置関係に寄らずにフレキシブルプリント基板を適切に配置でき、さ
らに、レンズ鏡筒の径方向の小型化を達成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施形態の一つであるレンズ鏡筒の断面図であり、上半分はワイド側に
ズーミングした状態を示し、下半分はテレ側にズーミングした状態を示す。
【図２】図１に示したレンズ鏡筒のフレキシブルプリント基板の配置構成を説明するため
の分解斜視図である。
【図３】テレ状態の３群移動枠及び振れ補正用ＦＰＣを示した斜視図である。
【図４】テレ状態の振れ補正用ＦＰＣ、絞り用ＦＰＣ及びメイン基板を示した斜視図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、添付の図面に従って、本発明を実施するための最良の形態について説明する。な
お、この実施の形態により本発明が限定されるものではない。
【００２３】
　図１は、本発明の実施形態の一つであるレンズ鏡筒の断面図である。本図の上半分と下
半分は共に同一部位の断面図を示しており、上半分はワイド側にズーミングした状態、下
半分はテレ側にズーミングした状態を表している。
【００２４】
　本実施形態のレンズ鏡筒１００は、被写体側から順に第１レンズ群Ｇ１から第４レンズ
群Ｇ４を有する、いわゆる４群ズームレンズであり、且つ、絞りユニットも単独で光軸方
向に移動する構成のズームレンズである。各レンズ群はズーム動作に伴って光軸と平行な
方向に移動する。また、第２レンズ群Ｇ２はフォーカス動作に伴って光軸方向に移動し、
いわゆるフォーカスレンズ群として機能する。
【００２５】
　第３レンズ群Ｇ３は本図中にも示す通り、前群Ｇ３ａと中群Ｇ３ｂと後群Ｇ３ｃとから
成る。真ん中に位置する中群Ｇ３ｂは、ユーザの手振れに起因する像振れを補正するため
に光軸と直交する方向にも移動可能であり、いわゆる防振レンズ群として機能する。
【００２６】
　レンズ鏡筒１００の一端には、不図示のカメラ本体と結合するためのバヨネット部を有
するマウント１０１が設けられており、後部筒１０２にネジ止めによって固定されている
。後部筒１０２にはまた保持筒１０３がネジ止めによって固定されており、保持筒１０３
にはさらに固定筒２１０がネジ止めによって固定されている。これらはカメラ本体に対し
てレンズ鏡筒１００の鏡筒本体を構成している。
【００２７】
　図２は、本実施形態のレンズ鏡筒１００において、ズーム機構及びフォーカス機構を実
現するカム組ユニットの構造を示す分解斜視図である。図１及び図２を用いて、本実施形
態のレンズ鏡筒１００のズーム機構について説明する。
【００２８】
　固定筒２１０の内周側には、光軸回りに回転可能な状態に保持されたカム筒２２０が設
けられている。カム筒２２０の外周面にはネジ止めされたコロ２２１が複数配置されてお
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り、これらが固定筒２１０の内周面に複数設けられたカム溝２１０ａとそれぞれ係合して
いる。これにより、カム筒２２０を回転させると、カム溝２１０ａに沿ってカム筒２２０
のコロ２２１が移動し、その結果、カム筒２２０が回転しながら光軸方向に移動する。
【００２９】
　カム筒２２０の外周面には、コロ２２１の他にコロ２２２がネジ止めで複数配置されて
いる。これらのコロ２２２は、フォーカスカム筒２３０に複数設けられたカム溝２３０ａ
と、直進筒２４０に複数設けられたカム溝２４０ａと、１群カム筒２５０に複数設けられ
た直進溝２５０ａとにそれぞれ係合している。また、直進筒２４０の内周面にはコロ２４
１がネジ止めで複数配置されており、これらのコロ２４１が固定筒２１０の外周面に設け
られた直進溝２１０ｂとそれぞれ係合している。
【００３０】
　第２レンズ群Ｇ２を保持する２群保持枠２３１の外周面には、ネジ止めされたコロ２３
２が複数配置されている。これらのコロ２３２は、フォーカスカム筒２３０に設けられた
複数のカム溝２３０ｂと、直進筒２４０の内周面に設けられた複数の直進溝２４０ｂとに
それぞれ係合している。これにより、カム筒２２０を回転させると、これらのカム溝と直
進溝とにコロが連動し、直進筒２４０が光軸方向に直進移動すると共に、２群保持枠２３
１が光軸方向に直進移動し、第２レンズ群Ｇ２が光軸上を所定の距離だけ移動する。本実
施形態のレンズ鏡筒１００では、この第２レンズ群Ｇ２がフォーカスレンズ群として機能
する。
【００３１】
　第１レンズ群Ｇ１を保持する１群保持枠２６１は１群直進筒２６０にネジ止めで一体的
に固定されている。この１群直進筒２６０の内周面には不図示の直進溝が複数設けられて
おり、直進筒２４０の外周面にネジ止めで複数配置されたコロ２４２がそれらと係合して
いる。また、１群直進筒２６０の内周面には、ネジ止めされたコロ２６２が複数配置され
ている。これらのコロ２６２は、１群カム筒２５０に複数設けられたカム溝２５０ｂと、
直進筒２４０に複数設けられた直進溝２４０ｃとにそれぞれ係合している。これにより、
カム筒２２０を回転させると、これらのカム溝と直進溝とにコロが連動し、１群カム筒２
５０が回転しながら光軸方向に移動すると共に、１群直進筒２６０が光軸方向に直進移動
し、第１レンズ群Ｇ１が光軸上を所定の距離だけ移動する。
【００３２】
　１群中継筒２７０は直進筒２４０の外周面にネジ止めで固定されている。この１群中継
筒２７０は、レンズ鏡筒１００がズーム操作により全長が伸びた際の内周側に位置する１
群カム筒２５０等と覆い隠す働きを有しており、レンズ鏡筒１００の外観を形成する。
【００３３】
　カム筒２２０の内周側には３群移動枠３００が配置されている。３群移動枠３００の内
周側には、被写体側から順に絞りユニット３１０と第３レンズ群Ｇ３と第４レンズ群Ｇ４
とが配置されており、さらに、第３レンズ群Ｇ３内の中群Ｇ３ｂを光軸と直交する方向に
移動させるための振れ補正ユニット３２０も配置されている。振れ補正ユニット３２０に
は、振れ補正ユニット３２０と保持筒１０３に固定されるメイン基板１０５とを電気的に
接続するための振れ補正用フレキシブルプリント基板（振れ補正用ＦＰＣ）３２５が固定
されている。３群移動枠３００の一部にはこの振れ補正用ＦＰＣ３２５を引き出すための
開口３０２が設けられている。この振れ補正用ＦＰＣ３２５については、後に詳述する。
【００３４】
　３群移動枠３００の外周面にはコロ３０１がネジ止めで複数配置されている。これらの
コロ３０１は、カム筒２２０に複数設けられたカム溝２２０ａと、固定筒２１０の内周面
に複数設けられた直進溝２１０ｃとにそれぞれ係合している。これによりカム筒２２０を
回転させると、３群移動枠３００は光軸方向に直進移動する。
【００３５】
　絞りユニット３１０は絞り駆動部と絞り羽根部とを有し、絞り駆動部の制御により絞り
羽根部を駆動することによって、レンズ鏡筒１００の絞り値を変化させ、不図示のカメラ
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内の撮像素子に到達する光量を調節する。絞りユニット３１０の外周面にはコロ３１１が
ネジ止めで複数配置されており、これらのコロ３１１は、カム筒２２０に複数設けられた
カム溝２２０ｂにそれぞれ係合している。また、これらのコロ３１１は、３群移動枠３０
０の被写体側端部に設けられた直進溝３００ａにも係合している。これによりカム筒２２
０を回転させると、絞りユニット３１０は光軸方向に直進移動する。
【００３６】
　第３レンズ群Ｇ３は図１にもあるように、前群Ｇ３ａと中群Ｇ３ｂと後群Ｇ３ｃとで構
成されている。前群Ｇ３ａは振れ補正ユニット３２０内の３ａ群保持枠３２２に保持され
ており、振れ補正ユニット３２０の外周面にはコロ３２１がネジ止めで複数配置されてい
る。これらのコロ３２１は、振れ補正ユニット３２０の本体に複数設けられた不図示のコ
ロ穴と３群移動枠３００に複数設けられたコロ穴３００ｂとにそれぞれ係合している。
【００３７】
　中群Ｇ３ｂは振れ補正ユニット３２０内の補正レンズ保持枠３２３に保持されている。
この補正レンズ保持枠３２３は振れ補正ユニット３２０の本体に対して光軸と直交する方
向に移動可能に保持されており、マグネットとコイルとを有する駆動部によって所望の位
置に駆動される。また、後群Ｇ３ｃを保持する３ｃ群保持枠３２４は３群移動枠３００に
対してネジ止めで固定されている。
【００３８】
　第４レンズ群Ｇ４を保持する４群保持枠３４０は３群移動枠３００のカメラ側の内周側
に配置されている。また、３群移動枠３００のカメラ側の外周側には４群移動枠３３０が
配置されている。４群保持枠３４０の外周面にはコロ３４１がネジ止めで複数配置されて
いる。これらのコロ３４１は、３群移動枠３００に複数設けられた直進溝３００ｃと、４
群移動枠３３０に複数設けられたカム溝３３０ａとにそれぞれ係合している。４群移動枠
３３０の被写体側端部には光軸方向にコロ用腕部が延在して設けられており、その先端外
周側にはコロ３３１がネジ止めで配置されている。このコロ３３１は、カム筒２２０に設
けられたカム溝２２０ｃに係合している。
【００３９】
　また、３群移動枠３００のカメラ側外周面には不図示のコロがネジ止めで配置されてお
り、このコロは４群移動枠３３０に設けられた横溝３３０ｂと係合している。これにより
、カム筒２２０を回転させると、これらのカム溝と直進溝と横溝とにコロが連動し、４群
移動枠３３０が３群移動枠３００の外周面上を回転すると共に、４群保持枠３４０が３群
移動枠３００に対して光軸方向に直進し、第４レンズ群Ｇ４が光軸上を所定の距離だけ移
動する。
【００４０】
　カム筒２２０の外周面には不図示のズームレバーがネジ止めで配置されている。また、
保持筒１０３の外周側にはレンズ鏡筒１００の外観を形成するズーム操作リング１０４が
設けられており、後部筒１０２に対して回転可能に保持されている。このズームレバーは
、ズーム操作リング１０４に設けられた不図示の直進溝と係合している。これにより、ユ
ーザがズーム操作リング１０４を回転操作すると、その回転力がズームレバーを介してカ
ム筒２２０を一体的に回転させる。その結果、上述したようなズーム機構の協動により各
レンズ群が光軸方向に移動し、変倍が完了する。
【００４１】
　ズーム操作リング１０４には不図示のブラシが固定されており、このブラシは保持筒１
０３の外周面に貼り付けられた不図示のズームエンコーダフレキと接触している。ユーザ
によってズーム操作リング１０４が回転操作されると、ブラシがズームエンコーダフレキ
の表面に形成されたパターン上を摺動し、検出信号を出力する。ズームエンコーダフレキ
はメイン基板１０５に実装された所定の電子デバイスと電気的に接続されており、そこで
ズーム位置が算出される。
【００４２】
　次に図１及び図２を用いて、本実施形態のレンズ鏡筒１００のフォーカス機構について
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説明する。保持筒１０３には、ズーム操作リング１０４の他にフォーカス操作リング１０
６も回転可能に保持されており、このフォーカス操作リング１０６を回転操作することに
より、ユーザはレンズ鏡筒１００を被写体に合焦させることが可能となる。また、保持筒
１０３には、不図示のフォーカスモータユニットが固定されており、モータ駆動により被
写体に合焦させることも可能である。本実施形態のレンズ鏡筒１００では、第２レンズ群
Ｇ２を光軸方向に進退させることによって被写体への合焦が行われる。
【００４３】
　フォーカス操作リング１０６からの回転力とフォーカスモータユニットからの回転力は
、共にフォーカス連結リング１０７に入力される。このフォーカス連結リング１０７は保
持筒１０３に対して回転可能に保持されており、これらの回転力が入力されると光軸を中
心にして回転する。
【００４４】
　フォーカス連結リング１０７には、光軸方向に延びるように不図示のフォーカスキーが
ネジ止めで固定されており、このフォーカスキーはフォーカスカム筒２３０と係合してい
る。ユーザによるフォーカス操作リング１０６の回転操作若しくはフォーカスモータユニ
ットの回転駆動によってフォーカス連結リング１０７が回転すると、フォーカスカム筒２
３０も一体となって回転する。これにより、上述した２群保持枠２３１とフォーカスカム
筒２３０と直進筒２４０との連動によって第２レンズ群Ｇ２が光軸上を所定の距離だけ移
動し、被写体への合焦が行われる。
【００４５】
　フォーカス連結リング１０７には不図示のブラシが固定されており、このブラシは、開
口部を介して不図示のエンコーダベースの外周面に貼り付けられたフォーカスエンコーダ
フレキと接触している。フォーカス操作リング１０６の回転若しくはフォーカスモータユ
ニットの回転に伴いフォーカス連結リング１０７が一体となって回転すると、ブラシがフ
ォーカスエンコーダフレキの表面に形成されたパターン上を摺動し、検出信号を出力する
。フォーカスエンコーダフレキはメイン基板１０５に実装された所定の電子デバイスと電
気的に接続されており、そこでフォーカス位置が算出される。
【００４６】
　次に、図１、図３及び図４を用いて振れ補正用ＦＰＣ３２５のレンズ鏡筒１００内にお
ける挙動について説明する。図３は、テレ状態の３群移動枠３００及び振れ補正用ＦＰＣ
３２５を示した斜視図であり、説明のためにカム筒２２０及び固定筒２１０の一部をカッ
トしたものである。また、図４は、テレ状態の振れ補正用ＦＰＣ３２５、絞り用フレキシ
ブルプリント基板（絞り用ＦＰＣ）３１２及びメイン基板１０５を示した斜視図である。
【００４７】
　振れ補正用ＦＰＣ３２５は、保持筒１０３に固定される第１のガイド部材３２６と、３
群移動枠３００に固定される第２のガイド部材３２７とに対して固定されている。第１の
ガイド部材３２６は概ねＬ字状の断面を有する金属製の部材であり、固定部３２６ａにお
いて保持筒１０３に対して振れ補正用ＦＰＣ３２５とともにネジで固定されている。固定
部３２６ａによって半径方向外側にガイドされた振れ補正用ＦＰＣ３２５は、メイン基板
１０５の外周側を迂回してメイン基板１０５上の所定の電子部品と接続されている。メイ
ン基板１０５は概ね円環形状を有しており、光軸と直交するように保持筒１０３に固定さ
れている。
【００４８】
　また、第１のガイド部材３２６の光軸方向に延びるガイド部３２６ｂでは、振れ補正用
ＦＰＣ３２５を光軸方向前方にガイドしており、ガイド部３２６ｂの先端付近において振
れ補正用ＦＰＣ３２５がネジで固定されている。振れ補正用ＦＰＣ３２５はここで折り返
した状態で固定され、第２のガイド部材３２７との間にたるみ部３２５ａを形成している
。
【００４９】
　そして、レンズ鏡筒１００がズーム動作されると、このたるみ部３２５ａが光軸方向に
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進退することで振れ補正用ＦＰＣ３２５の見かけ上の長さが変化し、メイン基板１０５と
振れ補正ユニット３２０との電気的な接続が維持されることになる。なお、第２のガイド
部材３２７の先端に折り返し部を設け、そこに振れ補正用ＦＰＣ３２５を挟み込むことで
振れ補正用ＦＰＣ３２５を光軸方向後方に折り返すようにしてもよい。
【００５０】
　一方、３群移動枠３００に固定される第２のガイド部材３２７には、たるみ部３２５ａ
を経て光軸方向前方に延びる振れ補正用ＦＰＣ３２５がネジ止めされている。これにより
、たるみ部３２５ａは光軸方向後方に突出したＵ字状に形成される。
【００５１】
　レンズ鏡筒１００の半径方向において、第１のガイド部材３２６と第２のガイド部材３
２７との間には固定筒２１０とカム筒２２０が位置している。そして、振れ補正用ＦＰＣ
３２５のたるみ部３２５ａは、これらの固定筒２１０とカム筒２２０の後方を迂回するよ
うにして這いまわされている。
【００５２】
　メイン基板１０５の内径側の一部には基板側切り欠き１０５ａが設けられており、また
、固定筒２１０の光軸方向後方の一部には固定筒側切り欠き２１０ｄが設けられている。
これにより、ズーム動作に応じて振れ補正用ＦＰＣ３２５のたるみ部３２５ａが光軸方向
に移動するためのスペースが確保される。
【００５３】
　ズーム時における振れ補正用ＦＰＣ３２５の動きについて詳しく説明する。レンズ鏡筒
１００がワイド側にズームされると、上述したように３群移動枠３００が光軸方向後方に
移動される。このとき、図１の上半分にもあるように、振れ補正用ＦＰＣ３２５が第２の
ガイド部材３２７の動きに追従するようにして光軸方向後方に移動するのに伴って、第１
のガイド部材３２６のガイド部３２６ｂで折り返された振れ補正用ＦＰＣ３２５が、ガイ
ド部３２６ｂの平面に沿うようにして光軸方向後方に這いまわされ、第１のガイド部材３
２６のガイド部３２６ｂと固定筒２１０の外周面との間に収納される。
【００５４】
　ワイド側へのズーム動作に応じてたるみ部３２５ａも光軸方向後方に移動するが、上述
したように、メイン基板１０５の内径側には基板側切り欠き１０５ａが設けられているた
め、たるみ部３２５ａとメイン基板１０５とが接触することはない。
【００５５】
　一方、レンズ鏡筒１００がテレ側にズームされると、上述したように３群移動枠３００
が光軸方向前方に移動される。このとき、図１の下半分にもあるように、振れ補正用ＦＰ
Ｃ３２５が第２のガイド部材３２７の動きに追従するようにして光軸方向前方に移動する
のに伴って、第１のガイド部材３２６のガイド部３２６ｂと固定筒２１０の外周面との間
に収納された振れ補正用ＦＰＣ３２５が引き出されるようにして見かけ上の長さが伸びる
。
【００５６】
　テレ側へのズーム動作に応じてたるみ部３２５ａも光軸方向前方に移動するが、上述し
たように、固定筒２１０の光軸方向後方には固定筒側切り欠き２１０ｄが設けられている
ため、たるみ部３２５ａと固定筒２１０とが接触することはない。また、テレ側へのズー
ム時にはカム筒２２０も光軸方向前方に回転しながら移動する構成としているので、たる
み部３２５ａとカム筒２２０とが接触することもない。
【００５７】
　以上から、本発明の実施形態の一つであるレンズ鏡筒１００に実装される振れ補正用Ｆ
ＰＣ３２５のたるみ部３２５ａは、メイン基板１０５に設けられた基板側切り欠き１０５
ａと、固定筒２１０に設けられた固定筒側切り欠き２１０ｄと、第１のガイド部材３２６
のガイド部３２６ｂと、３群移動枠３００の外周面とにより囲まれてできる空間に収納さ
れることになる。
【００５８】
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　図４に示すように、第２のガイド部材３２７よりも光軸方向前方の振れ補正用ＦＰＣ３
２５には、振れ補正ユニット３２０に直接固定される円環部３２５ｂが形成されている。
円環部３２５ｂには、振れ補正ユニット３２０内の中群Ｇ３ｂを防振レンズ群として駆動
させるための駆動力を発生させるコイル３２５ｃが複数実装されている。コイル３２５ｃ
と反対側の面には、中群Ｇ３ｂの位置を検出するための不図示のホール素子が複数実装さ
れている。これらのホール素子により検出される中群Ｇ３ｂの位置情報と、レンズ鏡筒１
００の保持筒１０３に固定される不図示のジャイロセンサによって検出されるレンズ鏡筒
１００の手振れ情報とから中群Ｇ３ｂの駆動量が算出され、その駆動量だけ駆動するよう
にコイル３２５ｃが制御されることで手振れ補正が実行される。
【００５９】
　振れ補正用ＦＰＣ３２５には光軸方向前方に伸びる腕部３２５ｄが設けられており、こ
の腕部３２５ｄが絞り用ＦＰＣ３１２と接続されている。従って、振れ補正用ＦＰＣ３２
５は絞り用ＦＰＣ３１２とメイン基板１０５との間の電気的な接続を行う役割も担ってい
る。これは、振れ補正用ＦＰＣ３２５が、振れ補正ユニット３２０とメイン基板１０５と
を接続するプリント配線と、絞りユニット３１０とメイン基板１０５とを接続するプリン
ト配線とで構成されている、と言うこともできる。
【００６０】
　なお、本実施形態のレンズ鏡筒１００に実装されている振れ補正ユニット３２０では、
可動側部材として中群Ｇ３ｂとともに駆動用磁石が駆動される、いわゆるムービングマグ
ネット方式を採用している。この方式では振れ補正用ＦＰＣ３２５は振れ補正時にも光軸
と垂直な平面上を駆動されることがないので、腕部３２５ｄを介して絞り用ＦＰＣ３１２
と接続した場合に不都合を生じることがない。
【００６１】
　上述したように、本実施形態のレンズ鏡筒１００は、ズーム操作において絞りユニット
３１０が単独で進退する構成としている。これにより、絞りユニット３１０を絞ったとき
に上下の軸外光線が均等に遮蔽されない、いわゆる片絞りの発生を防げる等の効果がある
。
【００６２】
　そのため、腕部３２５ｄの長さに余裕量を持たせてたるみ部３２５ｅを形成してある。
ズーム時に振れ補正ユニット３２０と絞りユニット３１０との距離が変化すると、このた
るみ部３２５ａのたるみ量が変化することによって振れ補正用ＦＰＣ３２５と絞り用ＦＰ
Ｃ３１２との接続が確保される。
【００６３】
　以上で説明したように、本発明を実施のレンズ鏡筒によれば、ズーム動作に伴う電動ユ
ニットの移動量が大きくてもフレキシブルプリント基板の長さを十分に確保でき、固定筒
とカム筒の配置関係に寄らずにフレキシブルプリント基板を適切に配置でき、さらに、レ
ンズ鏡筒の径方向の小型化を達成することができる。
【符号の説明】
【００６４】
１００　レンズ鏡筒、１０２　後部筒、１０３　保持筒、１０５　メイン基板、１０５ａ
　基板側切り欠き、２１０　固定筒、２１０ｄ　固定筒側切り欠き、２２０　カム筒、３
００　３群移動枠、３０２　開口、３１０　絞りユニット、３１２　絞り用フレキシブル
プリント基板（絞り用ＦＰＣ）、３２０　振れ補正ユニット、３２２　３ａ群保持枠、３
２３　補正レンズ保持枠、３２４　３ｃ群保持枠、３２５　振れ補正用フレキシブルプリ
ント基板（振れ補正用ＦＰＣ）、３２５ａ　たるみ部、３２５ｂ　円環部、３２５ｃ　コ
イル、３２５ｄ　腕部、３２５ｅ　たるみ部、３２６　第１のガイド部材、３２６ａ　固
定部、３２６ｂ　ガイド部、３２７　第２のガイド部材、３３０　４群移動枠、３４０　
４群保持枠
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